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一
、
高
山
寺
本
表
白
集
に
つ
い
て

高
山
寺
本
表
白
集
は
、
紙
背
に
古
往
来
を
有
し
、

山
　
　
本
　
　
真
　
　
吾

そ
の
表
面
の
典
籍
と
し
て
存
す
る
も
の
で
あ
る
。
紙
背
の
古
往
来
は
、
夙
に
学
界
に
喧

伝
さ
れ
て
日
本
史
学
・
国
語
史
学
の
研
究
資
料
と
し
て
著
名
と
な
っ
た
の
に
比
し
て
、
表
の
表
白
集
の
方
は
永
ら
く
顧
み
ら
れ
な
い
ま
ま
で

あ
っ
た
。
築
島
裕
博
士
は
、
こ
の
書
に
注
目
さ
れ
、
影
印
と
と
も
に
翻
刻
文
を
提
供
し
、
周
到
な
文
献
学
的
研
究
を
行
い
、
そ
の
国
語
史
料

（1）

と
し
て
の
価
値
に
つ
い
て
は
じ
め
て
本
格
的
に
論
じ
ら
れ
た
。



高
山
寺
本
表
白
集
は
、
大
治
五
年
（
二
三
〇
）
か
ら
久
安
三
年
（
二
四
七
）
ま
で
の
約
十
五
年
間
に
製
作
さ
れ
た
表
白
文
等
都
合
八
十

三
篇
を
収
録
す
る
も
の
で
、
真
言
宗
の
、
勧
修
寺
法
務
寛
信
門
流
辺
り
の
僧
侶
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
見
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
裏
打
修
理
さ
れ
た
端
裏
に
は
、
墨
書
に
て
外
題
ら
し
き
も
の
が
見
え
、
こ
れ
は
一
字
め
が
や
や
不
鮮
明
で
あ
る
が
、
「
雑
筆
集
　
表
白

等
」
と
解
読
さ
れ
る
。
ま
た
そ
の
右
傍
に
は
朱
書
に
て
「
東
第
十
一
箱
」
と
も
書
か
れ
て
い
る
。

筆
者
は
、
こ
の
平
成
十
一
年
七
月
二
十
五
日
に
高
山
寺
に
て
原
本
調
査
に
従
事
し
、
こ
れ
ら
の
文
字
に
つ
い
て
の
確
認
を
行
っ
た
上
で
、

さ
ら
に
そ
の
右
傍
に
「
q
∴
旦
（
d
h
a
 
r
m
a
）
内
」
の
墨
書
も
判
読
で
き
た
。

築
島
裕
博
士
は
、
こ
の
「
雑
筆
集
」
な
る
外
題
に
つ
い
て
、
『
高
山
寺
聖
教
目
録
』
（
第
一
部
二
四
四
号
）
の
「
第
九
十
八
乙
」
中
に
「
雑
筆

集
一
巻
」
と
あ
り
、
高
山
寺
本
表
白
集
は
こ
れ
に
相
当
す
る
か
と
想
像
さ
れ
た
。

こ
の
「
雑
筆
集
」
な
る
書
名
を
高
山
寺
の
古
目
録
に
求
め
る
と
、
右
の
も
の
と
は
別
に
六
巻
本
の
体
裁
を
有
す
る
書
が
伝
わ
っ
て
い
た
こ

と
が
知
ら
れ
る
。

「
方
便
智
院
聖
教
目
録
」
（
第
一
部
一
九
三
号
［
9
］
）
　
（
『
明
恵
上
人
資
料
第
四
』
）
　
に
は
、

（
d
h
a
 
r
m
a
）

東
第
十
一
　
　
　
q
∴
旦

雑
筆
集
　
六
巻
　
仏
経
　
濯
頂
嘆
徳
　
講
韓
　
諸
表
自

表
白
等
紅
綱

と
あ
り
、
さ
ら
に
遡
っ
て
「
聖
教
目
録
」
（
第
一
部
二
四
三
号
、
い
わ
ゆ
る
文
明
目
録
）
　
に
も
、

（
d
h
a
 
r
m
a
）

［
第
二
六
紙
］

第
四
十
一

0
、
封
、
　
内

・
雑
筆
集
　
講
津

・
雑
筆
集
　
濯
頂
歎
徳

・
雑
筆
集
　
（
×
諸
）
表
白
「
等
二
本
讐
（
追
撃
）

・
雑
筆
集
　
彿
経
・
雑
筆
集
　
娼
表

奈
良
国
立
博
物
館
蔵
『
雑
筆
集
』
五
巻
と
高
山
寺
本
表
白
集
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四

と
あ
っ
て
、
室
町
時
代
に
は
方
便
智
院
に
「
　
q
∴
旦
　
（
d
h
a
 
r
m
a
）
内
」
の
聖
教
類
の
一
と
し
て
「
雑
筆
集
」
六
巻
の
伝
わ
っ
て
い

た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

右
の
「
雑
筆
集
」
の
内
、
「
表
白
等
」
の
字
句
は
高
山
寺
本
表
白
集
の
外
題
に
一
致
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
梵
字
「
q
∴
旦
　
（
d
h
a
 
r
m
a
）
」
は
、
「
法
」
を
意
味
し
、
こ
れ
が
僧
名
を
示
す
な
ら
ば
、
ま
ず
は
「
法
務
御
房
」
が
そ
の
候

補
と
し
て
有
力
で
あ
ろ
う
と
見
ら
れ
る
。
こ
の
「
法
務
御
房
」
を
妥
当
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
勧
修
寺
法
務
寛
信
を
指
し
、
従
来
推
定
さ

れ
て
い
る
本
書
の
成
立
圏
と
も
矛
盾
し
な
い
。

ま
た
、
高
山
寺
本
表
白
集
の
巻
首
に
は
鎌
倉
時
代
中
期
を
下
ら
ぬ
後
補
目
録
が
存
し
、
こ
れ
を
田
中
稔
氏
は
、
明
恵
上
人
の
高
弟
で
方
便

智
院
の
開
基
に
か
か
る
定
真
の
筆
跡
と
推
定
さ
れ
る
が
、
も
し
こ
れ
が
首
肯
さ
れ
る
な
ら
ば
、
高
山
寺
本
表
白
集
は
寛
信
法
務
辺
り
か
ら
興

然
、
定
真
へ
と
伝
わ
っ
た
聖
教
類
の
一
か
と
も
想
像
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
叫
’
へ
　
（
m
a
 
h
a
）
」
（
＝
「
大
」
）
の
本
が
、
大
法
房
実
任

（2）

の
聖
教
を
興
然
、
定
真
へ
と
も
た
ら
し
た
流
れ
と
並
行
的
に
理
解
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

そ
う
考
え
る
と
、
朱
書
「
東
第
十
二
相
」
の
記
載
も
、
軍
氷
期
の
記
録
に
言
う
と
こ
ろ
の
密
経
蔵
・
東
箱
聖
教
を
指
し
、
つ
ま
り
は
右
の

（3）

「
方
便
智
院
聖
教
目
録
」
に
記
載
の
「
東
第
十
一
箱
」
と
も
対
応
す
る
こ
と
に
な
る
。

以
上
、
高
山
寺
古
目
録
に
拠
れ
ば
、
「
雑
筆
集
」
に
は
六
巻
本
が
存
し
、
こ
れ
が
方
便
智
院
に
伝
存
し
て
い
た
こ
と
が
判
る
。
こ
の
こ
と
を

念
頭
に
置
い
て
、
次
節
に
紹
介
す
る
典
籍
と
の
関
係
を
考
え
た
い
。

二
、
奈
良
国
立
博
物
館
蔵
『
雑
筆
集
』
五
巻
の
書
誌

平
成
二
年
十
月
十
一
日
文
化
庁
よ
り
管
理
換
さ
れ
、
現
在
は
、
奈
良
国
立
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
国
の
重
要
文
化
財
指
定
の
典
籍
に

『
雑
筆
集
』
五
巻
（
第
二
二
七
、
書
八
二
）
が
存
す
る
。
田
中
穣
氏
旧
蔵
本
で
、
特
に
教
化
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
近
藤
喜
博
「
教
化
・
三

十
余
篇
－
「
雑
筆
集
」
よ
。
採
録
－
」
（
『
日
本
仏
教
文
学
』
創
刊
号
、
昭
和
牢
7
）
の
御
論
で
既
に
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
近
年
、
新
井
弘
順



「
教
化
二
考
－
沙
弥
戒
導
師
教
化
・
語
句
－
」
（
『
中
世
寺
院
と
法
会
』
平
成
6
、
法
蔵
館
）
に
も
言
及
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
五
巻
の
書
誌
は
、
次
に
示
す
通
り
で
あ
っ
て
、
い
ず
れ
も
巻
首
に
「
方
便
智
院
」
の
朱
印
が
押
さ
れ
、
「
東
第
十
一
箱
」
の
朱
書
、
「
q

叫
　
（
d
h
a
 
r
m
a
）
内
」
の
墨
書
が
あ
っ
て
、
高
山
寺
本
表
白
集
と
悉
く
共
通
す
る
も
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
こ
れ
ら
五
巻
の
巻
首
に
鎌
倉
時
代
中
期
を
下
ら
ぬ
後
補
目
録
の
存
す
る
こ
と
も
一
致
し
て
い
て
、
照
合
す
る
に
高
山
寺
本
表
白

集
の
そ
れ
と
同
筆
と
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
教
化
等
に
は
片
仮
名
交
り
文
の
箇
所
が
存
し
、
漢
文
本
文
に
は
墨
の
訓
点
が
比
較
的
詳
し
く
施
さ
れ
て
い
る
。
各
巻
と
も
に
奥
書

無
く
、
各
≧
別
筆
で
あ
る
が
、
本
文
の
書
写
は
、
紙
質
・
仮
名
字
体
等
よ
り
推
し
て
鎌
倉
時
代
初
期
頃
と
見
て
大
過
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

併
せ
て
、
稿
末
所
掲
の
仮
名
字
体
表
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
1
）
雑
筆
集
　
表
白
等
　
一
巻

（
箱
蓋
）
「
雑
筆
集
　
表
白
」
「
弐
百
六
拾
弐
」
（
ラ
ベ
ル
）
　
（
箱
側
面
）
「
弐
百
六
拾
弐
／
雑
筆
集
／
表
白
其
他
／
壱
巻
」

○
鎌
倉
時
代
初
期
写
、
巻
子
本
、
楕
紙
、
原
軸
（
木
）
、
「
方
便
智
院
」
朱
印
一
顆
、
新
補
表
紙
（
藍
色
）
、
巻
首
後
補
目
録
ア
リ
（
鎌
倉
中
期
頃
）
、

天
地
二
八
・
四
糎
、
一
紙
長
（
第
二
紙
）
五
〇
・
五
糎
、
無
風
二
紙
二
六
行
、
二
行
≡
字
前
後
、
全
三
九
紙
、
片
仮
名
交
リ
文
ヲ
含
ム
、

奥
書
ナ
シ
、
墨
点
（
仮
名
、
鎌
倉
初
期
）
、
朱
点
（
句
切
、
科
点
、
返
点
）
、
イ
本
注
記

（
原
表
紙
）
　
（
朱
）
東
第
十
一
箱

（墨）

（
d
h
a
 
r
m
a
）

q
・
叫
　
　
内

雑
筆
集
　
表
白
等

（
2
）
雑
筆
集
　
講
辟
　
　
一
巻

（
箱
蓋
）
「
雑
筆
集
　
講
津
」
「
弐
百
六
拾
参
」
（
ラ
ベ
ル
）
　
（
箱
側
面
）
「
弐
百
六
拾
参
／
雑
筆
集
／
講
韓
／
壱
巻
」

○
鎌
倉
時
代
初
期
写
、
巻
子
本
、
楕
紙
、
原
軸
（
木
）
、
「
方
便
智
院
」
朱
印
一
顧
、
新
補
表
紙
（
藍
色
）
、
巻
首
後
補
目
録
ア
リ
（
鎌
倉
中
期
頃
）
、

奈
良
国
立
博
物
館
蔵
『
雑
筆
集
』
五
巻
と
高
山
寺
本
表
白
集

五
一
五
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一
六

天
地
三
〇
・
〇
糎
、
一
紙
長
（
第
二
紙
）
四
八
・
五
糎
、
無
界
一
紙
一
九
行
、
一
行
一
五
字
前
後
、
全
一
四
紙
、
奥
書
ナ
シ
、
墨
点
（
仮
名
・

声
点
・
返
点
・
合
符
、
鎌
倉
初
期
）
、
朱
科
点
、
朱
書
入
、
裏
書
ア
リ

（
原
表
紙
）
　
（
朱
）
東
第
十
一
箱
（
r
m
 
a
）

（
墨
）
　
　
　
□
　
　
　
融
へ
　
内

雑
筆
集
　
訪
韓

（
3
）
雑
筆
集
　
諸
衷
白
　
一
層

（
箱
蓋
）
　
「
雑
筆
集
　
諸
表
白
」
「
弐
百
六
拾
四
」
（
ラ
ベ
ル
）
　
　
（
箱
側
面
）
「
弐
百
六
拾
四
／
雑
筆
集
／
諸
表
白
／
壱
巻
」

○
鎌
倉
時
代
初
期
写
、
巻
子
本
、
楕
紙
、
原
軸
（
木
）
、
「
方
便
智
院
」
朱
印
一
顆
、
新
補
表
紙
（
藍
色
）
、
巻
首
後
補
目
録
ア
リ
（
鎌
倉
中
期
頃
）
、

天
地
二
九
・
八
糎
、
一
紙
長
（
第
二
紙
）
　
四
九
・
八
糎
、
無
界
一
紙
二
一
行
、
一
行
一
九
字
前
後
、
全
三
一
紙
、
奥
書
ナ
シ
、
片
仮
名
交
リ

文
ヲ
含
ム
、
基
点
（
仮
名
・
声
点
・
返
点
・
合
符
、
鎌
倉
初
期
）
、
イ
本
注
記
、
裏
書
ア
リ

（
原
表
紙
）
　
（
朱
）
東
第
十
一
箱

（
墨
）
雑
筆
集
　
諸
表
白

（
4
）
　
雑
筆
集
　
滞
頂
欺
徳
　
　
一
巻

（
箱
蓋
）
　
「
雑
筆
集
　
濯
頂
嘆
徳
」
「
弐
百
六
拾
五
」
（
ラ
ベ
ル
）
　
　
（
箱
側
面
）
　
「
弐
百
六
拾
五
／
雑
筆
集
／
濯
頂
嘆
徳
／
壱
巻
」

○
鎌
倉
時
代
初
期
写
、
巻
子
本
、
椿
紙
、
原
軸
（
木
）
、
「
方
便
智
院
」
朱
印
一
顆
、
新
補
表
紙
（
藍
色
）
、
巻
首
後
補
目
録
ア
リ
（
鎌
倉
中
期
頃
）
、

天
地
三
〇
・
〇
糎
、
一
紙
長
（
第
二
紙
）
四
九
・
五
糎
、
無
界
一
紙
二
二
行
、
一
行
二
一
字
前
後
、
全
二
四
紙
、
奥
書
ナ
シ
、
片
仮
名
交
リ

文
ヲ
含
ム
、
墨
点
（
仮
名
・
声
点
・
返
点
・
合
符
、
鎌
倉
初
期
）
、
朱
合
点
、
朱
書
入
、
裏
書
ア
リ

（
原
表
紙
）
　
（
朱
）
東
第
十
一
箱

（墨）

（
d
h
a
 
r
m
 
a
）

q
叫
　
内



雑
筆
集
　
湛
頂
軟
徳

（
巻
首
外
題
）
「
雑
筆
集
　
濯
頂
軟
徳
等
」

（
5
）
雑
筆
集
　
併
陀
　
　
　
一
巻

（
箱
蓋
）
「
雑
筆
集
　
悌
陀
」
（
箱
側
面
）
「
弐
百
六
拾
六
／
雑
筆
集
／
悌
陀
／
壱
巻
」

○
鎌
倉
時
代
初
期
写
、
巻
子
本
、
楕
紙
、
原
軸
（
木
）
、
「
方
便
智
院
」
朱
聖
覇
、
新
補
表
紙
（
藍
色
）
、
巻
首
後
補
目
録
ア
リ
（
鎌
倉
中
期
頃
）
、

天
地
二
九
・
六
糎
、
一
紙
長
（
第
二
紙
）
四
六
二
糎
、
無
界
一
紙
一
九
行
、
一
行
一
九
字
前
後
、
全
二
二
紙
、
奥
書
ナ
シ
、
片
仮
名
交
リ

文
ヲ
含
ム
、
墨
点
（
仮
名
・
声
点
・
返
点
・
合
符
、
鎌
倉
初
期
）
、
朱
合
点
、
裏
書
ア
リ

（
端
裏
）
　
（
朱
）
東
第
十
一
箱

（墨）

（
d
h
a
 
r
m
a
）

q

∴

旦

　

内

（
経
？
）

雑
筆
集
　
彿
ロ

以
上
の
（
1
）
～
（
5
）
の
端
裏
外
題
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
は
、
方
便
智
院
聖
教
目
録
の
東
第
十
一
箱
に
「
　
q
叫
（
d
h
a
 
r
（陀）

m
a
）
内
」
と
し
て
示
さ
れ
た
文
献
の
原
物
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
。
（
こ
の
点
、
先
掲
の
近
藤
論
文
に
も
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
「
仏
経

の
一
巻
を
欠
い
て
」
な
ど
の
誤
認
も
あ
る
。
）

つ
ま
り
、
本
来
、
高
山
寺
本
表
白
集
は
、
奈
良
国
立
博
物
館
蔵
の
雑
筆
集
五
巻
と
盲
一
ハ
を
な
す
も
の
で
あ
っ
て
、
江
戸
時
代
寛
永
以
降
に
、

高
山
寺
本
表
白
集
す
な
わ
ち
「
雑
筆
集
　
表
白
等
」
の
み
が
高
山
寺
に
残
り
、
そ
の
他
の
五
巻
は
山
外
に
流
出
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
の
で

あ
る
。
五
巻
に
共
通
の
新
補
藍
色
表
紙
は
、
高
山
寺
本
表
白
集
と
は
別
に
装
幌
さ
れ
た
も
の
と
判
ぜ
ら
れ
る
。

三
、
奈
良
国
立
博
物
館
蔵
『
雑
筆
集
』
五
巻
の
構
成

次
に
、
奈
良
国
立
博
物
館
蔵
『
雑
筆
集
』
五
巻
の
構
成
を
示
し
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
若
干
考
察
し
て
み
た
い
。

奈
良
国
立
博
物
館
蔵
『
雑
筆
集
』
五
巻
と
高
山
寺
本
表
白
集

五
一
七
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各
巻
毎
に
、
表
白
文
の
内
容
を
列
挙
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。
標
題
の
存
す
る
も
の
は
そ
れ
を
掲
げ
、
無
い
篇
は
そ
の
冒
頭
部
を
「
　
」

に
括
っ
て
示
し
た
。

（4）

ま
た
、
高
山
寺
本
表
白
集
（
＝
『
雑
筆
集
　
表
白
等
』
）
や
醍
醐
寺
本
表
白
集
と
共
通
す
る
篇
も
散
見
す
る
の
で
、
こ
れ
ら
を
調
査
し
て
、
そ

れ
ぞ
れ
「
高
本
」
・
「
醍
本
」
と
略
称
し
て
標
題
下
に
示
し
た
。

（
1
）
雑
筆
集
　
表
白
等
　
一
巻

《
通
番
号
雲
行
＝
所
在
）
　
　
　
　
　
　
　
　
《
標
題
》

1
　
二
）
康
和
三
年
二
月
廿
一
日
於
鳥
羽
殿
尊
勝
御
念
諭
井
同
陀
羅
尼
供
養
　
同
御
草

2
　
（
二
一
）
康
和
年
中
院
尊
勝
陀
羅
尼
供
養
　
同
御
草

3
　
（
四
二
）
　
「
誠
至
三
業
慎
専
六
情
揮
艮
辰
美
景
」

4
　
（
五
六
）
　
「
尊
勝
備
頂
者
」

5
　
（
六
四
）
　
大
悌
頂

6
（
七
五
）
康
和
元
年
六
月
廿
一
日
於
法
勝
寺
被
始
行
普
賢
延
命
御
修
法
関
白
蟹
座
瑚
修
法
也

7
　
（
一
〇
二
）
普
賢
延
命
　
除
病

8
　
（
一
二
六
）
　
観
音

9
（
一
三
九
）
「
一
心
廻
叡
慮
三
業
運
丹
誠
奉
造
立
聖
観
世
音
慈
悲
之
尊
像
」

1
0
　
（
一
五
五
）
　
十
一
面

1
1
　
（
一
八
三
）
千
手
　
此
草
可
尋

21

（
二
〇
六
）
康
和
二
年
七
月
二
日
於
鳥
羽
院
被
行
六
字
御
修
法
御
表
白

1
3
　
（
二
二
五
）
　
「
夫
化
度
利
生
之
方
便
者
三
世
諸
悌
之
悲
願
也
」
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三
四
二
）
「
夫
以
儒
教
之
中
利
益
殊
勝
霊
三
密
教
法
」

（
二
六
四
）
白
衣
観
音

（
二
八
八
）
　
五
大
尊

（
三
一
七
）
「
夫
摩
尼
相
一
随
色
影
法
身
鉢
同
逐
機
施
用
」

（
三
五
九
）
五
大
尊
抑
錨
鵬
鯛
誤
報
靴
宗
僧
綱
巳
講
阿
関
梨
君
達

（
四
〇
一
）
　
「
諸
尊
本
誓
大
概
以
在
之
」

（
四
一
〇
）
「
夫
以
生
万
善
之
艮
財
以
三
密
教
為
賛
珠
権
千
狭
也
」

（
四
三
六
）
大
威
徳

（
四
六
二
）
　
五
壇

（
四
七
九
）
　
不
動
息
災
法

（
四
九
五
）
　
不
動
尊
供
養

（
五
二
八
）
　
理
趣
三
昧

（
五
七
九
）
　
彼
岸

（
五
九
七
）
「
常
院
恒
例
所
作
毎
迎
毎
年
二
季
彼
岸
勤
修
」

（
六
一
八
）
於
神
社
理
趣
三
昧

（
六
五
〇
）
七
宝
塔
井
泥
塔

（
六
七
五
）
　
「
夫
以
消
除
不
詳
之
謀
者
」

（
六
九
〇
）
法
皇
北
斗
受
茶
羅

（
七
一
六
）
　
同
万
大
ラ

奈
良
国
立
博
物
館
蔵
『
雑
筆
集
』
五
巻
と
高
山
寺
本
表
白
集

五
一
九
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（
七
二
五
）
　
尊
星

（
七
三
一
）
　
靡
書
　
院
御
願
書
表
白

（
七
四
三
）
　
「
夫
應
化
秋
月
大
鶴
林
錐
送
二
年
徐
年
」

（
七
六
二
）
　
阿
弥
陀

（
七
七
九
）
　
弥
陀
三
尊
開
眼

（
七
九
七
）
大
日
逆
修
　
俗
家

（
八
二
七
）
　
理
趣
三
昧
　
彼
岸
　
母
大
施
主

4
0
　
（
八
四
〓
　
「
奉
供
養
両
界
喜
多
羅
」

4
1
　
（
八
六
〇
）
　
「
大
日
経
教
主
経
巻
尺
二
部
経
王
者
」

（
2
）
雑
筆
集
　
訪
韓
　
　
一
巻

1
　
（
一
）
　
大
乗
会
初
間
表
白
　
長
承
三
年
権
少
僧
都
寛
、

2
　
（
一
〓
御
斉
会
初
間
表
白
　
長
承
四
年
権
少
僧
都
寛
、

3
　
（
二
七
）
　
大
治
四
年
御
斉
会
　
講
師
寛
さ

4
　
（
五
五
）
　
御
斉
会
初
間
講
師
返
答
　
久
安
七
年
　
寛
緑

5
　
（
七
五
）
　
法
成
寺
精
義
表
白
　
久
安
六
年
　
精
義
者
　
仁
柴
（
竪
者
覚
長
）

6
　
（
八
七
）
　
御
斉
会
間
者
表
白
　
寛
、
己
講

7
　
（
九
〇
）
御
斉
会
講
間
表
白
　
永
治
二
年
正
月
十
二
日
　
権
少
僧
都
寛
、
高
本
（
六
四
）
　
と
末
尾
四
行
同
文

8
　
（
一
〇
一
）
　
維
摩
講
師
初
間
返
答
　
保
延
二
－
明
、

9
　
（
一
〇
五
）
　
拝
礼
返
答
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（
一
〇
九
）
　
維
摩
会
精
義
表
白

（
二
八
）
最
勝
講
々
師
述
懐

（
一
二
四
）
　
同
講
々
師
自
謙
句

（
一
二
八
）
同
講
間
者
述
懐

（
一
三
一
）
　
同
講
間
者
述
懐

保
延
三
－
　
明
ヽ

保
安
元
－
　
寛
、
巳
講

天
治
二
－
　
寛
さ
己
講

長
畢
ニ
ー
　
明
、
得
業

嘉
承
元
－
　
他
作

先
人
作
　
　
　
　
寛
1

（
一
三
五
）
勧
修
寺
八
講
初
間
表
白
　
歓
昭
二
自
発
得
業

（
一
四
六
）
最
勝
講
置
誠
表
白
　
久
安
二
1
五
－
十
五
日

（
一
五
一
）
同
講
表
白
　
仁
平
二
年
義
俊
得
業
講
師
仲
胤
律
師

（
一
六
三
）
同
　
冷
泉
中
納
言
長
者
初
年
宣
厳
講
師
隆
覚
法
印

（
一
七
〇
）
維
摩
会
精
義
表
白
　
巳
講
明
海
保
延
六
年
十
月

2
0
　
（
一
七
五
）
法
成
寺
竪
義
精
義
表
白
　
巳
講
明
海
保
延
五
－
高
本
　
（
六
二
）
　
と
同
文

高
本
　
（
六
五
）
　
と
同
文

2
1
（
一
八
七
）
最
勝
講
表
白
　
（
末
尾
ニ
「
久
安
二
年
十
月
四
日
瑚
」
）

2
2
（
二
〇
四
）
法
勝
御
八
講
初
間
　
欄
贈
諸
蠍
　
御
作
仁
平
二
年

（
3
）
雑
筆
集
　
諸
表
白
　
一
巻

l
（
一
）
後
七
日
御
修
法
表
白
　
永
治
二
季
正
月
八
日
　
高
本
（
六
七
）
・
醍
本
（
三
五
）
と
同
文

2
　
（
九
）
仁
王
経
御
修
法
表
白
　
皇
后
宮
康
治
二
年
九
月
日
　
高
本
（
三
二
）
・
醍
本
（
一
二
）
と
同
文

3
　
（
二
一
）
　
内
裏
仁
王
経
御
修
法
表
白

4
　
（
三
二
）
仁
王
経
御
修
法
表
白
　
高
本
（
三
三
）
・
醍
本
（
一
三
）
　
と
同
文

5
　
（
四
五
）
院
五
壇
表
白
　
長
承
四
－
　
高
本
（
五
五
）
・
醍
本
（
一
四
）
　
と
同
文

奈
良
国
立
博
物
館
蔵
『
雑
筆
集
』
五
巻
と
高
山
寺
本
表
白
集

五
二
一
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（
五
五
）
　
院
北
斗
法
表
白
　
天
承
元
－
　
高
本
（
六
八
）
・
醍
本
　
二
九
）
　
と
同
文

（
六
八
）
得
長
寿
院
中
壇
御
修
法
表
白
　
長
承
元
－
±
月
十
四
日
冊
垣
供
諸
宗
　
高
本
（
七
六
）
・
醍
本
（
一
七
）
　
と
同
文

（
八
〇
）
　
如
法
尊
勝
　
高
本
　
（
四
七
）
・
醍
本
　
（
八
）
　
と
同
文

（
九
こ
　
良
勝
閣
梨
得
長
寿
院
行
法
始
表
白
　
　
高
本
（
七
五
）
　
と
同
文

（
九
九
）
　
八
字
文
字
護
摩
表
白
　
高
本
　
（
六
六
）
・
醍
本
　
（
一
八
）
　
と
同
文

（
一
一
一
）
御
　
愛
染
王
護
摩
表
白
　
病
祈
　
　
高
本
（
四
一
）
・
醍
本
（
二
）
　
と
同
文

（
一
二
二
）
　
卿
　
院
御
念
論
結
願
事
由
　
　
高
本
　
（
四
二
）
・
醍
本
　
（
こ
　
と
同
文

（
一
四
四
）
　
愛
染
王
表
白

（
一
五
二
）
愛
染
王
供
養
表
白
　
大
治
五
年
四
月
廿
七
日
等
身
十
鉢
　
高
本
（
三
七
）
・
醍
本
（
三
）
　
と
同
文

（
一
六
五
）
　
三
位
殿
半
丈
六
愛
染
王
供
養
表
白
　
保
延
三
－
三
－
廿
八
日
十
五
日
欲
満
州
万
返
　
　
高
本
（
三
八
）
・
醍
本
（
四
）
　
と
同
文

（
一
七
七
）
　
院
愛
染
王
供
養
表
白
　
　
高
本
（
三
九
）
・
醍
本
　
（
五
）
　
と
同
文

（
一
九
〇
）
院
御
仏
供
養
憎
讃
表
白
　
天
承
二
年
二
月
廿
八
。
　
高
本
（
四
〇
）
・
醍
本
（
六
）
と
同
文
　
＊
裏
書
「
愛
染
王
　
大
治
四
年
三
月
廿
四

日
部
院
御
前
」

（
二
〇
〇
）
　
尊
勝
陀
羅
尼
供
養
表
白

（
二
二
〇
）
院
尊
勝
陀
羅
尼
供
養
表
白
　
　
久
安
元
－
十
二
月
二
日
　
　
高
本
（
五
一
）
・
醍
本
（
九
）
　
と
同
文

（
二
三
二
）
院
尊
勝
陀
羅
尼
供
養
表
白
　
　
久
安
元
－
十
二
－
九
日
　
院
百
鉢
図
絵
　
　
高
本
（
五
二
）
・
醍
本
（
一
〇
）
　
と
同
文

（
二
四
一
）
故
卿
殿
御
堂
尊
勝
供
関
白
表
白
　
賢
雅
　
　
高
本
（
四
八
）
・
醍
本
（
〓
）
　
と
同
文

（
二
四
七
）
三
位
殿
孔
雀
経
御
読
経
表
白
　
望
箭
征
朋
鰯
酎
讐
㌍
酢
郡
新
写
　
高
本
（
三
四
）
・
醍
本
（
三
六
）
と
同
文

（
二
七
〇
）
　
孔
雀
経
表
白
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（
二
七
九
）
孔
雀
経
御
読
経
表
白
　
高
本
（
三
五
）
・
醍
本
（
三
九
）
と
同
文
　
＊
裏
書
「
孔
雀
経
読
経
表
白
」

（
二
九
一
）
　
孔
雀

（
三
〇
一
）
　
孔
雀

（
三
一
九
）
孔
雀
経
　
保
延
元
年
姫
公
出
産

（導）

（
三
三
四
）
胎
蔵
行
法
道
師
表
自
　
愚
僧
　
高
本
（
六
）
と
同
文
　
＊
裏
書
「
仁
平
二
年
胎
蔵
行
法
表
白
」

（
三
四
三
）
金
剛
行
法
　
依
元
其
人
老
僧
勒
之
　
高
本
（
四
）
と
同
文

（
三
五
九
）
金
剛
界
供
養
法
表
白
　
念
範
闇
梨
　
高
本
（
三
）
と
同
文

（
三
六
九
）
御
　
胎
蔵
界
供
養
法
表
自
　
尊
海
　
保
延
七
年
三
月
一
日
　
高
本
（
五
）
と
同
文

（
三
八
二
）
御
　
東
寺
影
供
導
師
　
擬
作
　
不
動
仕
　
　
高
本
（
一
）
・
醍
本
（
四
二
）
と
同
文

（
四
一
二
一
）
東
寺
影
供
導
師
表
白
　
源
運
入
寺
保
延
五
－
高
本
（
二
）
と
同
文

（
四
二
六
）
鳥
羽
僧
正
蔓
茶
羅
供

（
四
四
二
）
逆
修
結
願
蔓
茶
羅
供
表
白
　
高
本
（
四
四
）
・
醍
本
（
二
七
）
と
同
文

（
四
六
四
）
道
修
結
願
蔓
陀
供
表
白

（
四
八
五
）
女
院
御
道
修
結
願
蔓
陀
羅
供
　
久
安
元
人
月
九
日
　
高
本
（
四
五
）
・
醍
本
（
二
八
と
同
文

（
四
九
五
）
院
御
道
修
結
願
畳
陀
羅
供
　
於
鳥
羽
被
行
之
　
高
本
（
四
六
）
・
醍
本
（
二
九
）
と
同
文

（
五
〇
九
）
故
僧
都
御
房
忌
日
理
趣
三
昧
導
師
井
愛
染
王
供
養
表
白
　
六
月
八
。
丹
後
閤
梨
尊
覚

高
本
（
四
三
）
と
同
文
　
＊
裏
書
「
八
幡
理
趣
三
昧
表
白
　
諾
醐
輪
㌍
高
」

（
五
二
三
）
源
運
入
寺
上
醍
醐
理
趣
三
昧
表
白
　
七
月
六
日
尊
忌
日
　
高
本
（
七
一
）
・
醍
本
（
四
三
）
と
同
文

（
五
三
九
）
蓮
花
会
供
養
法
表
白
　
高
本
（
七
四
）
と
同
文

奈
良
国
立
博
物
館
蔵
『
雑
筆
集
』
五
巻
と
高
山
寺
本
表
白
集
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4
2
　
（
五
四
九
）
　
西
院
仏
開
眼

4
3
　
（
五
七
〇
）
皇
太
后
宮
南
京
塔
鎮
壇
表
白
　
康
治
二
年
十
二
月
廿
日
　
　
高
本
（
七
七
）
　
と
同
文

＊
裏
書
「
始
悌
表
白
」
「
為
亡
妻
表
白
」

4
4
　
（
五
八
一
）
　
御
明
道
師
作
法
　
　
　
高
本
　
（
七
八
）
　
と
同
文

4
5
　
（
五
九
六
）
平
座
経
供
養
作
法
　
　
高
本
（
七
九
）
　
と
同
文
　
　
＊
裏
書
「
夫
北
斗
七
星
者
」
高
本
（
六
九
）
・
醍
本
（
二
〇
）
　
と
同
文
、

「
祈
雨
」
高
本
（
三
六
）
　
と
同
文
、
「
五
壇
」
高
本
（
五
三
）
・
醍
本
（
一
六
）
　
と
同
文
、
「
五
壇
」
高
本
（
五
四
）
・
醍
本
（
一
五
）
　
と
同
文

（
4
）
雑
筆
集
　
濯
頂
歎
徳
　
　
一
巻

1
　
（
一
）
　
円
宗
寺

2
　
（
一
四
）
　
東
寺
後
朝
供
養
法
表
白
　
源
運
入
寺
保
延
四
年
　
　
高
本
（
一
〇
）
　
と
同
文

3
（
二
六
）
式
部
僧
都
覚
任
東
寺
濯
頂
諦
経
導
師
表
白
　
等
五
年
十
月
十
三
。

4
　
（
四
六
）
　
東
寺
請
経
導
師
　
大
治
二
年
　
高
本
　
（
七
〇
）
　
と
同
文

5
　
（
五
八
）
　
濯
頂
詞
経
導
師
表
白
　
保
延
六
年
五
月
七
日
　
高
本
（
三
〇
）
　
と
同
文

6
　
（
六
九
）
　
明
海
己
講
伝
法
濯
頂
謡
経
導
師
表
白
　
藩
光
房
　
康
治
元
年
十
丁
六
日
　
高
本
（
三
一
）
　
と
同
文

7
　
（
八
一
）
　
仁
平
元
年
十
月
十
六
日
醍
醐
結
線
濯
頂
詞
経
導
師
　
社
源

8
　
（
九
三
）
　
濯
頂
諦
経
導
師
衷
白

9
　
（
一
〇
八
）
　
濯
頂
歎
徳

1
0
　
（
一
一
六
）
　
定
覚
閣
梨
少
濯
頂
歎
徳
　
寛
、
高
本
　
（
一
一
）
　
と
同
文

1
1
　
（
一
三
二
）
　
少
濯
頂
歎
徳
　
　
阿
閤
梨
観
恵
　
高
本
（
一
二
）
　
と
同
文

1
2
　
（
一
四
四
）
　
行
海
関
梨
伝
法
濯
頂
歎
徳
　
明
海
　
　
高
本
　
（
一
八
）
　
と
同
文
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（
一
五
四
）
　
五
官
御
濯
頂
歎
徳

（
一
八
〇
）
浄
相
房
歎
徳
返
答

久
安
三
季
四
月
十
一
日

康
治
元
年
十
一
－
六
日

高
本
　
（
〓
ハ
）
　
と
同
文

高
本
　
（
二
〇
）
　
と
同
文

（
一
八
八
）
寛
ゝ
濯
頂
返
答
　
高
本
（
二
二
）
と
同
文

（
二
〇
四
）
明
海
巳
講
伝
法
濯
頂
歎
徳
返
答
　
高
本
（
二
一
）
と
同
文

（
二
一
三
）
寛
緑
阿
閣
梨
濯
頂
歎
徳
返
答

（
二
二
一
）
念
範
阿
闇
梨
濯
頂
歎
徳
返
答
　
高
本
（
二
四
）
と
同
文

（
二
二
九
）
行
海
阿
閣
梨
濯
頂
歎
徳
返
答
　
高
本
（
二
三
）
と
同
文

（
二
三
七
）
東
寺
濯
頂
後
朝
歎
徳
返
答
　
寛
ゝ
　
高
本
（
一
四
）
と
同
文

（
二
四
九
）
東
寺
涯
頂
返
答
　
宗
窓
保
撃
丁
　
高
本
（
三
一
）
と
同
文

（
二
五
八
）
教
戒
返
答
　
寛
、
高
本
（
二
八
）
　
と
同
文

（
二
六
三
）
行
海
阿
閣
梨
濯
頂
教
誠
返
答
　
高
本
（
二
九
）
と
同
文

（
二
六
八
）
行
海
阿
闇
梨
濯
頂
教
戒
　
高
本
（
二
五
）
と
同
文

（
二
七
三
）
教
誠
　
寛
締
　
高
本
（
二
六
）
と
同
文
　
＊
裏
書
「
教
戒
返
答
」

（
二
七
九
）
教
誠
　
寛
紹
公
余
作
　
高
本
（
二
七
）
と
同
文

（
二
八
五
）
教
誠
返
答
　
寛
緑
閣
梨

（
二
八
九
）
寛
紹
公
伝
法
濯
頂
之
時
大
阿
闇
梨
表
白
　
高
本
（
一
五
）
と
同
文

（
三
〇
一
）
先
師
僧
都
御
房
東
寺
濯
頂
表
白
等
（
三
摩
耶
戒
表
白
）

（
三
二
九
）
　
同
初
夜
表
白

（
三
三
九
）
同
歎
徳
返
答

奈
良
国
立
博
物
館
蔵
『
雑
筆
集
』
五
巻
と
高
山
寺
本
表
白
集

五
二
五



23334353637383

鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

（
三
四
五
）
康
治
元
年
東
寺
濯
堕
二
摩
耶
戒
表
白
　
日
　
高
本
（
七
）
・
醍
本
（
三
二
）
と
同
文

「
東
寺
濯
頂
大
阿
閣
梨
表
白
」
　
（
朱
）

（
三
六
七
）
同
初
夜
表
白
　
高
本
（
八
）
・
醍
本
（
三
四
）
　
と
同
文

（
三
七
五
）
歎
徳
返
答
　
自
康
治
元
年
　
高
本
（
一
四
）
　
と
同
文

（
三
八
六
）
康
治
二
年
東
寺
濯
頂
表
白
　
十
月
廿
八
日
辛
亥

（
四
〇
六
）
　
天
童
元
－
表
白
同
康
治
二
－

（
四
三
一
）
久
安
元
年
（
結
線
濯
頂
表
白
）

（
四
三
六
）
　
同
初
夜
表
白

3
9
　
（
四
四
二
）
久
安
二
年
大
阿
闇
梨
表
白
　
胎
蔵

4
0
　
（
四
六
二
）
久
安
三
年
（
結
線
濯
頂
表
白
）

（
5
）
雑
筆
集
　
仏
経

1
　
（
一
）
　
阿
弥
陀

2
　
（
〓
）
　
又
略
釈
　
三
尊
也

3
　
（
一
八
）
　
阿
弥
陀

4
　
（
三
一
）
　
阿
弥
陀

5
　
（
四
五
）
　
観
音

6
　
（
五
二
）
　
地
蔵

7
　
（
五
八
）
　
地
蔵

一
巻

8
　
（
六
三
）
　
放
光
菩
薩

保
延
七
－
六
月
廿
二
日
依
院
宣
注
進
之
女
御
殿
御
産
御
祈
　
高
本
（
五
六
）
と
同
文

読
科
者
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（
七
四
）
　
尊
勝
仏
頂

（
八
八
）
尊
勝
仏
頂
尺
　
院
容
進
之

（
九
六
）
　
同
陀
羅
尼

（
一
〇
七
）
尊
勝
陀
羅
尼
釈

（
一
一
五
）
　
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼

高
本
　
（
五
〇
）
・
醍
本
　
（
四
一
）
　
と
同
文

（
一
二
四
）
　
陀
羅
尼
尺

（
一
三
六
）
　
普
賢
延
命

（
一
四
四
）
　
八
大
師

（
一
五
七
）
　
薬
師
略
釈

（
一
六
二
）
　
大
仏
頂

（
〓
ハ
八
）
　
大
隠
求

院
尊
勝
僧
都
御
房
　
＊
裏
書
「
延
命
菩
薩
尺
」
「
尊
勝
陀
羅
尼
」

（
一
七
三
）
　
五
秘
密
蔓
茶
羅
井
表
白

（
一
八
八
）
　
般
若
理
遜
経
略
釈

二
九
九
）
道
修
結
願
量
茶
羅
供
表
白
　
不
動
法
花
略
尺
井
表
白

（
二
二
〇
）
　
胎
蔵
　
醍
醐
堂
供
華
二
院

（
二
三
一
）
　
金
剛
　
同

（
二
三
九
）
　
五
大
力

（
二
五
〇
）
　
愛
染
王

（
二
五
八
）
　
六
字

奈
良
国
立
博
物
館
蔵
『
雑
筆
集
』
五
巻
と
高
山
寺
本
表
白
集

五
二
七
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（
二
六
四
）
　
金
剛
童
子

（
二
七
一
）
降
三
世
　
＊
裏
書
「
聖
観
音
」
「
千
手
」
「
馬
頭
」
「
十
一
両
」
「
不
空
清
索
］
「
如
意
輪
」
「
三
身
」

（
二
七
九
）
　
軍
茶
利

（
二
八
四
）
　
大
威
徳

（
二
九
〇
）
　
金
剛
夜
叉

三
九
六
）
心
経
会
表
白
　
院
炎
魔
天
堂
康
治
ニ
ー
正
月
十
二
日
　
高
本
（
五
七
）
　
と
同
文

（
三
〇
七
）
　
心
経
会
表
白

（
三
一
六
）
十
一
面
　
＊
裏
書
「
五
大
尊
略
尺
」
「
降
三
世
明
王
」

（
三
二
〇
）
　
般
若
心
経

（
三
二
三
）
　
寿
命
経

（
三
二
六
）
尊
勝

（
三
三
〇
）
　
五
輪
塔
略
釈

（
三
三
六
）
　
四
天
王

（
三
四
七
）
　
毘
沙
門
　
＊
裏
書
「
多
聞
天
尺
」

（
三
五
四
）
　
経
釈

（
三
七
二
）
　
大
日
経

（
三
八
四
）
　
教
王
経
　
又
次
之
門
可
奉
尺
之

（
四
〇
二
）
　
法
花
経
　
＊
裏
書
「
阿
弥
陀
経
尺
」

（
四
一
一
）
　
五
部
大
乗
経



4
7
　
（
四
二
こ
　
浬
架
経

4
8
　
（
四
二
九
）
　
金
剛
寿
命
経
略
釈

4
9
　
（
四
三
九
）
　
心
経
尺

以
上
の
諸
篇
を
通
覧
し
て
知
ら
れ
る
こ
と
で
重
要
と
思
わ
れ
る
点
に
つ
い
て
、
順
次
述
べ
て
ゆ
き
た
い
。

ま
ず
、
奈
良
国
立
博
物
館
蔵
『
雑
筆
集
』
五
巻
は
、
「
表
白
等
」
＝
四
一
篇
、
「
講
韓
」
＝
二
二
篇
、
「
諸
表
自
」
＝
四
五
篇
、
「
濯
頂
歎
徳
」

＝
四
〇
篇
、
「
仏
経
」
＝
四
九
篇
を
収
録
す
る
も
の
で
、
総
計
一
九
七
篇
を
数
え
、
こ
れ
に
『
雑
筆
集
　
表
白
等
』
た
る
高
山
寺
本
表
白
集
所
収

の
表
白
文
等
八
三
篇
を
加
え
る
と
、
都
合
二
八
〇
篇
（
但
し
両
者
に
共
通
の
六
八
篇
を
含
む
）
に
も
上
り
、
本
来
、
こ
の
『
雑
筆
集
』
の
規
模
は

か
な
り
大
き
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
注
目
さ
れ
る
。
ま
た
′
、
「
表
白
等
」
「
諸
表
白
」
は
幾
分
雑
然
と
し
た
都
立

で
あ
る
よ
う
に
も
解
さ
れ
る
が
、
「
講
韓
」
「
濯
頂
歎
徳
」
「
仏
経
」
の
そ
れ
ぞ
れ
に
は
該
当
す
る
法
会
の
文
章
が
配
置
せ
ら
れ
、
法
会
の
種
類
、

そ
の
内
容
に
よ
っ
て
分
類
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
単
に
多
く
の
表
白
類
の
文
章
を
集
め
て
い
る
だ
け
で
な

く
、
そ
こ
に
部
類
意
識
の
働
い
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
点
も
注
意
さ
れ
る
。

次
に
、
『
雑
筆
集
』
五
巻
は
、
高
山
寺
本
表
白
集
や
醍
醐
寺
本
表
白
集
収
録
の
篇
と
共
通
の
も
の
が
見
出
さ
れ
る
事
実
に
つ
い
て
考
え
て
み

た
い
。高
山
寺
本
表
白
集
と
醍
醐
寺
本
表
白
集
の
二
本
間
に
共
通
す
る
篇
の
収
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
従
来
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ

（5）る
が
、
こ
の
『
雑
筆
集
』
五
巻
と
の
関
係
で
言
え
ば
、
醍
醐
寺
本
に
し
か
見
ら
れ
な
い
篇
と
　
『
雑
筆
集
』
五
巻
に
収
録
の
篇
と
の
間
に
は
一

致
す
る
篇
が
無
い
の
で
あ
っ
て
、
醍
醐
寺
本
と
共
通
す
る
第
で
あ
る
場
合
は
、
必
ず
高
山
寺
本
表
白
集
に
所
収
の
篇
と
も
一
致
す
る
場
合
に

限
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
『
雑
筆
集
』
五
巻
は
、
醍
醐
寺
本
表
白
集
と
は
直
接
の
関
係
は
認
め
難
い
よ
う
に
判
ぜ
ら
れ
る
。

一
方
、
高
山
寺
本
表
白
集
と
『
雑
筆
集
』
五
巻
と
の
間
に
、
共
通
の
篇
が
多
く
認
め
ら
れ
る
と
い
う
事
実
は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
べ
き
で

奈
良
国
立
博
物
館
蔵
『
雑
筆
集
』
五
巻
と
高
山
寺
本
表
白
集

五
二
九
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あ
ろ
う
か
。

ま
ず
、
事
実
関
係
を
整
理
す
る
と
、
『
雑
筆
集
』
五
巻
の
う
ち
、
（
1
）
「
表
白
等
」
に
は
、
共
通
の
篇
は
見
出
さ
れ
ず
、
（
2
）
「
講
韓
」
や

（
5
）
「
仏
経
」
に
も
二
、
三
篇
の
一
致
を
見
る
の
み
で
あ
っ
て
寡
少
で
あ
る
と
言
え
る
。
こ
れ
に
比
し
て
、
（
3
）
「
諸
表
自
」
に
は
三
九
篇
、

（
4
）
「
濯
頂
歎
徳
」
に
は
二
四
篇
、
高
山
寺
本
表
白
集
と
共
通
す
る
本
文
を
認
め
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
っ
て
、
実
に
（
3
）
の
場
合
、

七
八
パ
ー
セ
ン
ト
、
（
4
）
で
も
五
八
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
第
が
一
致
し
て
い
る
。

高
山
寺
本
表
白
集
は
、
先
述
の
如
く
、
高
山
寺
古
目
録
の
類
に
拠
れ
ば
、
本
来
こ
の
五
巻
と
一
具
を
成
す
も
の
で
あ
っ
て
、
『
雑
筆
集
　
表

白
等
』
の
二
本
の
う
ち
の
一
本
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
『
雑
筆
集
』
五
巻
の
相
互
に
は
共
通
の
篇
は
認
め
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
こ
れ
ら

五
巻
は
構
成
と
し
て
も
分
類
原
理
に
沿
っ
た
整
然
と
し
た
体
系
を
成
し
て
い
る
と
判
ぜ
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、
こ
れ
ら
と
高
山
寺
本
表
白
集

と
の
問
に
共
通
の
篇
が
数
多
く
見
出
さ
れ
る
と
い
う
事
実
は
、
そ
も
そ
も
こ
の
五
巻
と
高
山
寺
本
表
白
集
と
が
編
纂
当
初
の
段
階
よ
り
一
具

の
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
る
に
は
無
理
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
疑
わ
し
め
る
。
古
目
録
に
「
二
本
各
別
」
と
注
さ
れ
る
如
く
、
ま
た
高
山

寺
本
表
白
集
た
る
『
雑
筆
集
表
白
等
』
と
奈
良
国
立
博
物
館
蔵
『
雑
筆
集
』
五
巻
の
内
の
「
表
白
等
」
の
本
と
の
間
に
は
一
致
す
る
篇
が
存
在

し
な
い
事
実
を
も
勘
案
す
る
に
、
奈
良
国
立
博
物
館
蔵
『
雑
筆
集
』
五
巻
の
方
は
、
こ
れ
ら
五
巻
が
当
初
の
編
纂
段
階
か
ら
一
具
の
も
の
で

あ
っ
た
と
考
え
て
矛
盾
し
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
高
山
寺
本
表
白
集
た
る
『
雑
筆
集
』
の
「
表
白
等
」
の
方
は
、
も
と
も
と
は
こ
れ
ら
と
は

一
応
別
個
の
編
纂
物
で
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
自
然
の
こ
と
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
が
、
恐
ら
く
は
定
真
の
時
代
に
整
理
さ
れ
る
段

階
（
つ
ま
り
は
、
後
補
目
録
が
添
え
ら
れ
、
端
裏
に
『
雑
筆
集
』
と
外
題
さ
れ
る
段
階
）
で
は
六
巻
一
具
の
も
の
と
し
て
「
q
∴
旦
　
（
d
h
a
 
r

m
a
）
内
」
す
な
わ
ち
勧
修
寺
法
務
寛
信
関
係
の
表
白
文
類
と
い
う
共
通
項
で
括
ら
れ
、
そ
こ
に
定
位
さ
れ
る
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
と
推
測

さ
れ
る
。
な
お
、
こ
の
高
山
寺
本
表
白
集
と
の
共
通
す
る
本
文
に
関
し
て
、
相
互
に
や
や
詳
し
く
み
て
み
る
に
、
高
山
寺
本
表
白
集
に
イ
本
注
記
が

な
さ
れ
て
い
る
字
句
と
『
雑
筆
集
』
の
そ
れ
と
が
一
致
す
る
場
合
が
多
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
ま
た
、
訓
点
は
概
ね
『
雑
筆
集
』
の
方



が
梱
密
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
事
実
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
な
く
今
後
の
検
討
に
侯
ち
た
い
。

四
、
所
収
表
白
文
の
製
作
年
代

次
に
、
『
雑
筆
集
』
五
巻
所
収
の
作
の
製
作
さ
れ
た
年
代
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
る
こ
と
と
す
る
。

こ
の
五
巻
に
収
録
さ
れ
た
諸
篇
の
中
に
は
、
年
紀
の
記
さ
れ
た
も
の
が
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
製
作
の
年
代
が
知
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
。

今
、
そ
の
諸
第
を
抜
き
出
し
、
年
代
順
に
配
列
し
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

な
お
、
本
朝
世
紀
、
殿
暦
、
中
右
記
、
台
記
、
覚
禅
抄
、
東
寺
長
者
補
任
、
永
治
二
年
真
言
院
御
修
法
記
、
御
室
相
承
記
等
の
記
録
類
に

当
該
法
会
に
関
す
る
記
事
が
見
ら
れ
る
場
合
は
そ
の
文
献
名
を
［
　
］
に
入
れ
て
示
し
た
。

ま
た
、
高
山
寺
本
表
白
集
と
共
通
す
る
篇
で
、
高
山
寺
本
に
年
紀
の
示
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
そ
の
旨
注
記
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
高

山
寺
本
表
白
集
と
共
通
の
第
に
あ
っ
て
、
『
雑
筆
集
』
の
方
に
の
み
年
紀
の
示
さ
れ
て
い
る
も
の
が
少
な
か
ら
ず
存
す
る
こ
と
が
判
明
す
る
。

（
　
）
内
に
は
そ
の
所
在
を
示
し
、
一
以
下
の
漢
数
字
は
、
（
1
）
「
表
白
等
」
以
下
（
5
）
ま
で
の
巻
に
そ
れ
ぞ
れ
対
応
す
る
。
そ
の
下
の
算

用
数
字
は
篇
の
通
番
号
を
指
す
。

（
西
暦
）

一
〇
九
九

一
一
〇
〇

一

一

〇

一

一
一
〇
三

一
一
〇
六

康
和
元
年
六
月
廿
一
日
於
法
勝
寺
被
始
行
普
賢
延
命
御
修
法
関
白
（
一
6
）
［
本
朝
世
紀
二
二
、
覚
禅
抄
四
・
七
］

康
和
二
年
七
月
二
日
於
鳥
羽
院
被
行
六
字
御
修
法
御
表
白
（
一
ほ
）
［
修
法
要
抄
（
雑
例
）
、
御
室
相
承
記
（
中
御
室
）
］

康
和
三
年
二
月
廿
二
日
於
鳥
羽
殿
尊
勝
御
念
諦
井
同
陀
羅
尼
供
養
　
同
御
草
（
一
1
二
十
一
日
カ
、
孔
雀
法
記
、
御
室
相
承
記

（
中
御
室
）
］

康
和
年
中
院
尊
勝
陀
羅
尼
供
養
　
同
御
草
（
一
2
〓
康
和
五
年
五
月
十
二
日
カ
、
殿
暦
、
中
右
記
、
本
朝
世
紀
二
三
］

同
（
最
勝
）
講
間
者
述
懐
　
嘉
承
元
－
他
作
　
先
人
作
　
寛
ゝ
　
（
二
1
4
二
五
月
十
七
日
、
中
右
記
］

奈
良
国
立
博
物
館
蔵
『
雑
筆
集
』
五
巻
と
高
山
寺
本
表
白
集



一
一
二
〇

一
一
二
五

鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

一
一
二
七

一
一
二
七

一
一
二
七

一
一
三
〇

一
一
三
一

一
一
三
二

一
一
三
二

一
二
二
四

一
一
三
四

一
一
三
五

一
一
三
五

一
一
三
六

一
一
三
七

一
一
三
七

最
勝
講
々
師
述
懐
　
保
安
元
－
寛
ゝ
巳
講
（
二
1
1
）
　
［
五
月
十
六
日
カ
、
中
右
記
］

同
（
景
勝
）
講
々
師
自
謙
句
　
天
治
二
－
寛
ゝ
巳
講
（
二
は
）
［
五
月
十
一
日
カ
、
中
右
記
目
録
、
御
産
部
類
記
、
興
福
寺
別

当
次
第
］

東
寺
詞
経
導
師
　
大
治
二
年
（
四
4
）

大
治
四
年
御
斉
会
　
講
師
寛
－
（
二
3
）
二
月
八
日
カ
、
中
右
記
、
東
寺
長
者
補
任
二
、
仁
和
寺
請
院
家
記
］

「
愛
染
王
　
大
治
四
年
三
月
廿
四
日
部
院
御
前
」
（
三
裏
書
）
［
長
秋
記
］

愛
染
王
供
養
表
白
　
大
治
五
年
四
月
廿
七
日
等
身
十
鉢
（
三
望

院
北
斗
法
表
白
　
天
承
元
－
（
三
6
）
　
［
六
月
一
日
、
御
室
相
承
記
（
中
御
室
）
、
長
秋
記
］

院
御
仏
供
養
憎
讃
表
白
　
天
承
二
年
二
月
廿
八
日
（
三
誓

得
長
寿
院
中
壇
御
修
法
表
白
　
長
承
元
－
十
一
月
十
四
日
冊
壇
供
諸
宗
（
三
7
）

同
（
最
勝
）
講
間
者
述
懐
　
長
承
三
－
明
ゝ
得
業
（
二
1
3
）
［
五
月
二
十
二
日
カ
、
中
右
記
］

大
乗
会
初
間
表
白
　
長
承
三
年
権
少
僧
都
寛
ゝ
　
（
二
1
）
［
十
月
二
十
四
日
カ
、
中
右
記
］

御
斉
会
初
間
表
白
　
長
承
四
年
権
少
僧
寛
ゝ
　
（
二
2
）
〓
月
八
日
カ
、
中
右
記
、
東
寺
長
者
補
任
二
］

孔
雀
経
　
保
延
元
年
始
御
出
産
（
三
2
7
）
［
一
二
月
四
日
第
四
皇
女
叡
子
ノ
際
カ
、
中
右
記
、
十
三
代
要
略
、
御
室
相
承
記
、
長

秋
記
］
維
摩
会
初
間
返
答
　
保
延
二
－
明
ゝ
　
（
二
8
）
［
十
月
九
日
、
中
右
記
、
醍
醐
寺
座
主
次
第
］

三
位
殿
孔
雀
経
御
読
経
表
白
　
保
延
三
年
三
月
四
日
始
之
限
三
ケ
日
御
立
生
御
祈
等
身
尊
像
一
鉢
経
廿
部
（
三
2
2
）
［
三
月
十
一

日
カ
、
孔
雀
経
御
修
法
記
、
仁
和
寺
御
伝
］

三
位
殿
半
丈
六
愛
染
王
供
養
表
白
　
保
延
三
－
三
－
廿
八
日
十
五
日
欲
満
冊
万
返
（
三
黛



一
一
三
七

一
一
三
七

一
一
三
八

一
二
二
九

一
一
三
九

一
一
四
〇

一
一
四
〇

一
一
四
一

一
一
四
一

一

一

四

二

一

一

四

二

一

一

四

二

一
一
四
二

一
一
四
二

一
一
四
二

一
一
四
三

一
一
四
三

一
一
四
三

維
摩
会
精
義
表
白
　
保
延
三
－
　
明
～
　
（
二
1
0
）

東
寺
濯
頂
返
答
　
宗
意
　
保
延
三
－
（
四
2
1
）

東
寺
後
朝
供
養
法
表
白
　
源
運
入
寺
　
保
延
四
年
（
四
2
）
　
［
十
月
二
十
九
日
カ
、
東
寺
長
者
補
任
二
］

法
成
寺
竪
義
精
義
表
白
　
巳
講
明
海
　
保
延
五
－
（
二
2
0
）
　
［
高
本
・
年
紀
ナ
シ
］

東
寺
影
供
導
師
表
白
　
源
運
入
寺
　
保
延
五
－
（
三
3
3
）

濯
頂
謡
経
導
師
表
白
　
保
延
六
年
五
月
七
日
（
四
5
）
　
［
高
本
・
年
紀
ナ
シ
］

維
摩
会
精
義
表
白
　
巳
講
明
海
　
保
延
六
年
十
月
（
二
1
9
）
　
［
高
本
・
年
紀
ナ
シ
］

胎
蔵
界
供
養
法
表
白
　
尊
海
　
保
延
七
年
三
月
一
日
（
三
3
1
）
　
［
高
本
・
年
紀
ナ
シ
］

放
光
菩
薩
　
保
延
七
－
六
月
廿
一
日
依
院
宣
注
進
之
女
御
殿
御
産
御
祈
読
科
者
（
五
8
）
　
［
高
本
・
年
紀
ナ
シ
］

明
海
巳
講
俸
法
濯
頂
諦
経
導
師
表
白
　
蓮
光
房
　
康
治
元
年
十
一
－
六
日
（
四
6
）
［
高
本
・
年
紀
ナ
シ
］

浄
相
房
歎
徳
返
答
　
康
治
元
年
十
一
－
六
日
（
四
1
4
）
　
［
血
脈
類
集
記
五
］

後
七
日
御
修
法
表
白
　
永
治
二
年
正
月
八
日
（
三
1
）
　
［
永
治
二
年
真
言
院
御
修
法
記
、
本
朝
世
紀
二
四
、
東
寺
長
者
補
任
二
、

他
］
御
斉
会
講
間
表
白
　
永
治
二
年
正
月
十
一
日
　
権
少
僧
都
寛
ゝ
　
（
二
7
）
　
［
本
朝
高
僧
伝
一
二
・
寛
信
伝
］

康
治
元
年
東
寺
濯
頂
三
摩
耶
戒
表
白
　
自
（
四
型
　
［
高
本
・
年
紀
ナ
シ
］

歎
徳
返
答
　
自
　
　
康
治
元
年
（
四
3
4
）
　
［
東
寺
長
者
補
任
二
］

心
経
会
表
白
　
院
　
炎
魔
天
堂
　
康
治
ニ
ー
正
月
十
二
日
（
五
翼
　
［
高
本
・
年
紀
ナ
シ
］

仁
王
経
御
修
法
表
白
　
皇
后
宮
　
康
治
二
年
九
日
目
（
三
2
）
　
［
九
月
二
十
日
、
仁
王
経
法
勤
例
］

康
治
二
年
東
寺
濯
頂
表
白
　
十
月
廿
八
日
辛
亥
（
四
至
　
［
東
寺
長
者
補
任
二
、
本
朝
世
紀
二
七
］

奈
良
国
立
博
物
館
蔵
『
雑
筆
集
』
五
巻
と
高
山
寺
本
表
白
集



一
一
四
三

一
一
四
四

一
一
四
五

一
一
四
五

一
一
四
五

一
一
四
五

一
一
四
六

一
一
四
六

一
一
四
六

一
一
四
七

一
一
四
七

一
一
四
七

一
一
四
八

一
一
四
九

一
一
五
〇

一

一

五

一

一

一

五

一

鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
三
四

皇
太
后
宮
南
京
塔
鎮
壇
表
白
　
康
治
二
年
十
二
月
廿
日
（
三
4
3
）
　
［
台
記
三
、
本
朝
世
紀
二
七
、
興
福
寺
略
年
代
記
］

天
義
元
－
表
白
（
四
竺
　
［
十
二
月
二
十
八
日
カ
、
本
朝
世
紀
二
八
、
東
寺
長
者
補
任
二
］

女
院
御
逆
修
結
願
日
受
陀
羅
供
　
久
安
元
1
八
月
九
日
　
（
三
3
7
）
　
［
台
記
五
］

院
尊
勝
陀
羅
尼
供
養
表
白
　
　
久
安
元
－
十
二
月
二
日
　
（
三
1
9
）

院
尊
勝
陀
羅
尼
供
養
表
白
　
　
久
安
元
－
十
二
－
九
日
　
院
百
鉢
囲
給
　
（
三
2
0
）

久
安
元
年
（
結
緑
濯
頂
表
白
）
　
（
四
3
7
）
　
［
十
二
月
二
十
七
日
カ
、
本
朝
世
紀
二
九
、
東
寺
長
者
補
任
二
］

最
勝
講
諺
誠
表
白
　
久
安
ニ
ー
五
－
十
五
日
　
（
二
1
6
）
　
［
台
記
六
、
本
朝
世
紀
三
〇
］

最
勝
講
表
白
　
（
末
尾
ニ
「
久
安
二
年
十
月
四
日
康
子
」
）
　
　
（
二
型
　
［
御
八
講
ノ
誤
カ
、
台
記
六
、
本
朝
世
紀
三
一
、
一
代

要
記
、
他
］

久
安
二
年
大
阿
閣
梨
表
白
　
胎
蔵
（
四
3
9
）
　
［
東
寺
長
者
補
任
二
、
本
朝
世
紀
三
二

五
官
御
濯
頂
歎
徳
　
　
久
安
三
年
四
月
十
一
日
　
（
四
1
3
）
　
［
血
脈
類
集
記
五
、
本
朝
皇
胤
紹
運
録
、
本
朝
世
紀
三
二
、
台
記
七
、

教
長
卿
記
、
一
代
要
記
等
］

勧
修
寺
八
講
初
間
表
白
　
久
安
三
－
　
御
作
　
仁
柴
得
業
（
二
1
5
）

久
安
三
年
（
結
線
濯
頂
表
白
）
　
（
四
4
0
）
　
［
東
寺
長
者
補
任
二
、
本
朝
世
紀
三
三
］

「
八
幡
理
趣
三
昧
表
白
　
院
為
内
令
修
之
　
久
安
四
年
四
月
一
日
」
　
（
三
裏
書
）

式
部
僧
都
覚
任
東
寺
濯
頂
読
経
導
師
表
白
　
久
安
五
年
十
月
十
三
日
明
～
　
（
四
3
）
　
［
東
寺
長
者
補
任
二
、
本
朝
世
紀
三
七
］

法
成
寺
精
義
表
白
　
久
安
六
年
　
精
義
者
　
仁
発
　
（
二
5
）

御
斉
会
初
間
講
師
返
答
　
久
安
七
年
　
寛
緑
（
二
4
）
　
［
東
寺
長
者
補
任
二
、
本
朝
世
紀
三
九
、
東
寺
長
者
続
紙
］

り・・

仁
平
元
年
十
月
十
六
日
醍
醐
結
線
濯
頂
読
経
導
師
　
社
源
（
四
7
）



二
五
二
　
同
（
最
勝
）
講
表
白
　
仁
平
二
年
義
俊
得
業
　
講
師
仲
胤
律
師
（
二
1
7
）
［
五
月
十
七
日
、
本
朝
世
紀
四
三
、
宇
椀
記
抄
、
古

今
著
聞
集
］

二
五
二
　
法
勝
御
八
講
初
間
　
相
意
閣
梨
　
御
作
　
仁
平
二
年
　
不
用
之
給
欺
（
二
2
2
）
［
本
朝
世
紀
四
三
］

二
五
二
　
「
仁
平
二
年
胎
蔵
行
法
表
白
」
　
（
三
裏
書
）

右
の
年
紀
を
通
覧
す
る
に
、
康
和
元
年
（
一
〇
九
九
）
か
ら
仁
平
二
年
（
二
五
二
）
の
お
よ
そ
五
十
年
の
間
に
亙
っ
て
製
作
さ
れ
た
表
白

（6）

文
が
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
る
。
高
山
寺
本
表
白
集
に
限
っ
た
場
合
に
は
、
十
五
、
六
年
間
に
限
定
さ
れ
る
よ
う
で
あ
り
、
そ
れ
よ
り

は
や
や
年
代
の
幅
に
拡
が
り
を
見
せ
る
よ
う
で
あ
る
。
も
と
よ
り
右
の
他
に
、
年
紀
は
無
く
と
も
、
そ
の
内
容
か
ら
日
付
を
推
定
す
る
こ
と

が
出
来
る
場
合
も
あ
ろ
う
が
、
詳
細
は
別
稿
に
譲
り
た
い
。

五
、
僧
名
等
人
物
考
証

奈
良
国
立
博
物
館
蔵
の
『
雑
筆
集
』
五
巻
所
収
の
表
白
文
に
は
、
年
紀
だ
け
で
な
く
、
当
該
法
会
に
関
わ
っ
た
人
物
名
と
思
わ
れ
る
注
記

が
、
そ
の
標
題
下
に
し
ば
し
ば
見
え
る
。
そ
れ
は
表
白
文
の
作
者
で
あ
っ
た
り
、
当
該
法
会
の
導
師
、
講
師
で
あ
っ
た
り
す
る
わ
け
で
あ
る

が
、
こ
の
項
で
は
、
こ
う
い
っ
た
僧
名
等
の
人
物
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
る
。

『
雑
筆
集
』
五
巻
所
収
の
表
白
文
に
、
具
体
的
な
人
物
名
の
記
さ
れ
た
篇
を
抽
出
し
、
出
現
回
数
の
多
い
順
に
整
理
し
て
み
た
。
（
「
御
作
」
、

「
先
人
作
」
、
「
他
作
」
な
ど
の
注
記
は
ナ
し
こ
で
は
省
略
に
従
っ
た
。
）

ま
ず
、
複
数
第
に
名
の
見
え
る
人
名
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
人
物
名
と
そ
の
篇
数
の
下
の
括
弧
内
に
は
、
篇
の
所
在
を
示
す
。
一
以
下
の

漢
数
字
は
、
先
掲
の
（
1
）
「
表
白
等
」
以
下
（
5
）
ま
で
の
巻
を
示
し
、
そ
の
下
の
算
用
数
字
は
巻
毎
の
篇
の
通
番
号
に
対
応
す
る
。

寛

～

＝

十

二

篇

（

二

1

・

2

・

3

・

6

・

7

・

1

1

・

1

2

・

1

4

、

四

1

0

・

1

5

・

2

0

・

型

奈
良
国
立
博
物
館
蔵
『
雑
筆
集
』
五
巻
と
高
山
寺
本
表
白
集

五
三
五



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

明
海
＝
五
篇
（
二
1
9
・
2
0
、
四
6
・
1
2
・
1
6
）

明
1
＝
四
篇
（
二
8
・
1
0
・
1
3
、
四
3
）

寛
緑
＝
三
篇
（
二
4
、
四
1
7
・
2
7
）

源
運
＝
三
篇
（
三
3
3
∴
聖
　
四
2
）

行
海
＝
三
篇
（
四
1
9
・
2
3
・
型

寛
紹
＝
三
篇
（
四
2
5
・
2
6
・
2
8
）

仁
栄
＝
二
篇
（
二
5
・
1
5
）

念
範
＝
二
第
（
三
輿
　
四
1
8
）

以
下
に
は
、
一
篇
の
み
の
人
物
名
を
掲
げ
る
。

覚
長
（
二
5
）
、
義
俊
（
二
1
7
）
、
仲
胤
（
二
g
、
宣
厳
（
二
1
8
）
、
隆
覚
（
二
1
8
）
、
相
意
（
二
鬱
、
良
勝
（
三
9
）
、
賢
雅
（
三
2
1
）
、
尊
海
（
三

3
1
）
、
鳥
羽
僧
正
（
三
3
4
）
、
尊
覚
（
三
3
9
）
、
式
部
僧
都
覚
任
（
四
3
）
、
社
源
（
四
7
）
、
定
覚
（
四
1
0
）
、
観
恵
（
四
1
1
）
、
浄
相
房
（
四
望
、
宗

意
（
四
2
1
）
、
為
房
朝
臣
（
一
1
8
）
、
冷
泉
中
納
言
（
二
1
8
）
、
故
卿
殿
（
三
2
1
）
、
五
官
（
四
一
曇

こ
れ
ら
の
人
物
名
に
つ
い
て
順
次
検
討
を
加
え
る
。

ま
ず
こ
の
『
雑
筆
集
』
所
収
の
表
白
文
作
者
の
主
軸
を
な
す
勧
修
寺
法
務
寛
信
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
高
山
寺
本
表
白
集
（
以
下
「
高
本
」

と
略
称
）
で
は
単
に
「
法
務
」
と
だ
け
記
さ
れ
て
い
た
も
の
が
、
奈
良
国
立
博
物
館
蔵
『
雑
筆
集
』
　
（
以
下
「
奈
本
」
と
略
称
）
は
「
寛
ゝ
」
と

実
名
で
示
す
傾
向
が
指
摘
で
き
る
。

（
奈
本
）
　
四
2
0
東
寺
濯
頂
後
朝
歎
徳
返
答
　
寛
～
＝
（
高
本
）
　
1
4
　
法
務

（
奈
本
）
　
四
2
2
教
誠
返
答
　
　
寛
～
＝
（
高
本
）
　
2
8
　
法
務

奈
本
で
は
、
他
に
も
「
権
少
僧
都
寛
～
」
（
二
1
）
、
「
寛
～
巳
講
」
（
二
1
1
・
ほ
）
、
「
寛
～
」
（
四
2
0
・
型
　
の
如
く
で
あ
っ
て
す
べ
て
実
名
で



示
し
て
い
て
、
時
に
僧
位
を
付
す
事
例
も
見
ら
れ
る
。

さ
ら
に
こ
の
勧
修
寺
法
務
寛
信
に
関
し
て
、
「
奈
本
」
に
は
、
作
者
を
示
す
と
思
し
き
注
記
に
「
愚
」
・
「
余
」
・
「
自
」
の
文
字
が
見
え
る
が
、

こ
の
う
ち
、
「
余
」
と
「
自
」
と
に
つ
い
て
は
、

（
奈
本
）
四
2
6
教
誠
　
寛
紹
公
　
余
作
＝
（
高
本
）
2
7
　
法
務
筆

（
奈
本
）
四
3
2
康
治
元
年
東
寺
濯
堕
二
摩
耶
戒
表
白
　
自
＝
（
高
本
）
7
　
法
務

（
奈
本
）
　
四
3
4
歎
徳
返
答
　
自
＝
（
高
本
）
1
4
　
法
務

高
本
で
は
「
法
務
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
い
ず
れ
も
寛
信
を
指
す
と
見
て
よ
か
ろ
う
。
「
愚
」
に
つ
い
て
は
、

（
奈
本
二
二
2
8
胎
蔵
行
法
道
師
表
白
　
愚
僧
＝
（
高
本
）
6
　
愚
僧

高
本
で
も
「
愚
僧
」
で
あ
り
、
未
詳
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
右
の
注
記
の
中
に
、
僧
侶
以
外
の
、
俗
人
の
名
が
幾
人
か
見
え
る
こ
と
に
気
付
か
れ
る
。
奈
本
一
1
8
「
五
大
尊
」
に
見
え
る

「
為
房
朝
臣
」
と
二
1
8
「
最
勝
講
表
白
」
の
「
冷
泉
中
納
言
」
で
あ
る
。

（7）

為
房
は
、
寛
信
の
父
で
あ
り
、
勧
修
寺
流
藤
原
氏
中
興
の
祖
で
あ
る
。
日
本
史
研
究
者
の
明
ら
か
に
し
て
い
る
如
く
、
真
言
宗
勧
修
寺
流

の
形
成
・
発
展
に
は
、
寛
信
の
出
自
母
胎
た
る
勧
修
寺
流
藤
原
氏
が
深
く
関
わ
っ
て
い
た
。
「
日
記
の
家
」
化
を
進
め
て
い
た
為
房
は
、
相
当

な
記
録
類
を
収
集
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
、
こ
れ
を
一
族
で
共
同
利
用
し
て
お
り
、
寛
信
も
、
父
為
房
の
文
庫
を
大
い
に
活
用
し
、
ま
た
時

に
兄
弟
の
顕
隆
（
院
の
近
臣
、
「
夜
の
関
白
」
と
し
て
著
名
）
な
ど
に
助
け
ら
れ
な
が
ら
、
口
伝
に
関
す
る
情
報
集
積
に
努
め
て
い
た
。

上
川
通
夫
氏
は
、
「
寛
信
は
、
実
務
宮
人
に
し
て
院
近
臣
を
出
し
た
、
出
身
一
族
た
る
藤
原
氏
勧
修
寺
家
の
後
援
に
よ
っ
て
、
鳥
羽
院
時
代

に
門
流
統
括
者
と
し
て
の
地
位
を
確
立
す
る
。
「
御
所
」
に
あ
っ
た
師
の
聖
教
は
、
返
却
な
ら
ぬ
書
写
と
い
う
形
で
相
伝
し
え
た
。
こ
こ
に
確

立
す
る
勧
修
寺
流
が
、
単
純
な
世
代
間
継
承
の
結
果
で
は
な
く
、
ま
さ
に
院
政
と
い
う
政
治
の
枠
組
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

白
河
院
近
臣
た
る
範
俊
が
開
発
し
た
新
奇
な
諸
法
会
は
、
鳥
羽
院
政
の
政
治
方
針
に
沿
う
形
で
、
寛
信
に
よ
っ
て
整
理
・
統
合
さ
れ
た
」
と

奈
良
国
立
博
物
館
蔵
『
雑
筆
集
』
五
巻
と
高
山
寺
本
表
白
集
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
三
七
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説
き
、
高
山
寺
本
表
白
集
の
よ
う
な
「
編
著
作
物
は
、
法
会
の
定
型
化
に
果
す
役
割
を
負
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
そ
の
中
に
は
、
崇
徳
院

の
意
志
を
阻
ん
で
近
衛
天
皇
を
即
位
さ
せ
、
鳥
羽
法
皇
の
独
裁
性
を
高
め
た
時
点
で
の
も
の
と
し
て
、
永
治
二
（
二
四
二
）
年
後
七
日
御
修

法
表
白
・
御
斎
会
表
白
も
あ
る
。
国
家
法
会
の
整
備
は
制
度
面
と
同
時
に
、
宗
教
内
容
に
ま
で
立
ち
入
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
」
と
の
見
解
を

（8）

提
示
さ
れ
る
。
そ
の
勧
修
寺
法
務
寛
信
に
係
る
表
白
文
の
類
東
の
産
物
が
、
実
は
高
山
寺
本
表
白
集
収
録
の
表
白
文
の
約
三
倍
強
の
量
に
上

る
　
『
雑
筆
集
』
　
六
巻
で
あ
っ
た
こ
と
は
注
目
さ
れ
て
良
い
こ
と
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
今
一
人
の
人
物
「
冷
泉
中
納
言
」
は
、
尊
卑
分
脈
に
拠
れ
ば
、
や
は
り
寛
信
の
兄
弟
朝
隆
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
っ

て
、
為
房
一
族
の
人
物
な
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
、
寛
信
法
務
の
作
を
主
軸
と
し
て
類
果
し
た
『
雑
筆
集
』
に
関
わ
っ
て
、
真
言
宗
教
団
上
の
法
流
血
脈
と
庖
別
の
繋
が
り
、
す
な

わ
ち
実
務
官
僚
と
し
て
の
一
家
同
族
の
関
係
の
存
在
を
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
こ
と
は
、
ま
た
、
何
故
に
、
聖
教
に
親
し
む
学
侶

の
中
に
あ
っ
て
、
そ
れ
以
前
に
は
儒
者
の
代
作
に
頼
る
こ
と
が
多
か
っ
た
表
白
文
の
製
作
が
こ
の
寛
信
に
は
可
能
で
あ
っ
た
か
と
い
う
問
題

を
考
え
る
上
で
も
興
味
深
い
こ
と
で
あ
る
。
表
白
文
は
、
仏
教
の
法
会
儀
礼
に
関
す
る
文
章
で
あ
る
と
同
時
に
、
中
国
古
典
の
故
事
に
因
ん

だ
漢
語
を
ち
り
ば
め
対
句
表
現
を
基
調
と
す
る
四
六
餅
礪
文
で
綴
る
こ
と
を
原
則
と
し
、
聖
教
の
一
類
で
あ
る
と
同
時
に
漢
籍
と
し
て
の
側

面
も
有
し
て
い
る
。
寛
信
が
、
学
侶
の
中
に
あ
っ
て
、
表
白
文
作
者
と
し
て
頭
角
を
現
し
得
た
の
は
、
ま
さ
に
寛
信
の
か
か
る
出
自
の
為
せ

高
藤
⊥
正
方
1
隆
光
　
－
　
為
房
（
一
1
8
「
為
房
朝
臣
」
）

（
二
1
8
「
冷
泉
中
納
言
」
）



（9）

る
業
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

次
に
、
寛
信
及
び
そ
の
一
族
以
外
の
人
物
に
つ
い
て
、
気
付
い
た
こ
と
を
述
べ
る
。

ま
ず
、
奈
本
二
表
白
等
」
の
1
「
康
和
三
年
二
月
廿
一
日
於
鳥
羽
殿
尊
勝
御
念
涌
井
同
陀
羅
尼
供
養
　
同
御
草
」
、
2
「
康
和
年
中
院
尊

勝
陀
羅
尼
供
養
　
同
御
草
」
と
あ
っ
て
、
巻
頭
に
置
か
れ
る
「
御
草
」
が
具
体
的
に
誰
の
草
し
た
も
の
か
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

こ
の
二
篇
に
記
録
に
つ
い
て
は
、
前
者
は
、
孔
雀
法
記
、
御
室
相
承
記
（
中
御
室
）
に
見
え
る
記
事
（
但
し
、
廿
一
日
で
は
な
く
て
十
一
日
）

の
院
尊
勝
陀
羅
尼
供
養
が
こ
れ
に
該
当
す
る
か
と
思
わ
れ
、
後
者
は
、
殿
暦
、
中
右
記
、
本
朝
世
紀
廿
三
に
見
え
る
康
和
五
年
五
月
十
二
日

の
院
尊
勝
陀
羅
尼
供
養
が
候
補
と
し
て
妥
当
か
と
判
ぜ
ら
れ
る
。
こ
の
康
和
年
間
の
作
は
他
と
少
し
く
時
期
的
に
離
れ
て
お
り
、
奈
本
に
あ

っ
て
こ
れ
ら
だ
け
相
当
に
早
い
時
期
に
属
す
る
。
こ
の
他
に
も
奈
本
一
「
表
白
等
」
に
は
、
康
和
年
間
に
草
さ
れ
た
表
白
文
が
拾
わ
れ
、
6

「
康
和
元
年
六
月
廿
一
日
於
法
勝
寺
被
始
行
普
賢
延
命
御
修
法
関
白
」
と
1
2
「
康
和
二
年
七
月
二
日
於
鳥
羽
院
被
行
六
字
御
修
法
御
表
白
」

が
そ
れ
で
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
本
朝
世
紀
二
二
、
覚
禅
抄
四
・
七
と
修
法
要
抄
（
雑
例
）
、
御
室
相
承
記
（
中
御
室
）
に
そ
の
折
の
記
録
が
存
す

る
。こ
こ
で
注
意
さ
れ
る
の
は
、
こ
れ
ら
康
和
年
間
の
法
会
が
い
ず
れ
も
仁
和
寺
覚
行
法
親
王
（
中
御
室
）
が
修
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

6
の
標
題
下
に
「
御
年
廿
五
」
と
あ
る
注
記
も
、
中
御
室
（
一
〇
七
五
l
一
〇
四
）
の
そ
れ
と
合
致
す
る
。
さ
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
は
覚
行
法

親
王
の
作
で
あ
り
、
導
師
自
ら
の
草
と
い
う
可
能
性
が
高
ま
っ
て
く
る
。
現
段
階
で
は
な
お
断
定
す
る
こ
と
は
差
し
控
え
た
い
が
、
「
御
草
」

（
1
0
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

の
敬
称
、
ま
た
自
選
房
覚
印
表
白
集
及
び
十
二
巻
本
表
白
集
、
二
十
二
巻
本
表
白
集
な
ど
に
も
窺
え
る
如
く
、
覚
行
法
親
王
（
中
御
室
）
の
作

が
院
政
時
代
当
初
か
ら
表
白
集
の
中
で
尊
重
さ
れ
、
概
し
て
巻
頭
を
飾
る
例
の
多
い
こ
と
か
ら
も
強
ち
不
自
然
な
こ
と
と
は
思
わ
・
れ
な
い
。

こ
の
他
、
今
回
見
出
し
た
僧
侶
に
つ
い
て
、
そ
の
法
流
血
脈
上
の
関
係
を
示
す
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。
左
傍
線
は
、
今
回
奈
本
の
出
現
に

よ
っ
て
新
た
に
追
加
さ
れ
る
僧
名
、
囲
み
は
高
本
・
醍
本
に
も
見
え
る
僧
名
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

な
お
、
こ
の
他
に
現
段
階
で
は
法
流
が
明
ら
か
で
な
か
っ
た
り
、
特
定
す
る
に
躊
躇
す
る
僧
名
を
、
該
当
す
る
記
事
と
思
し
い
文
献
（
［
　
］

奈
良
国
立
博
物
館
蔵
『
雑
筆
集
』
五
巻
と
高
山
寺
本
表
白
集
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
三
九



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語

に
括
る
）
と
と
も
に
列
挙
す
れ
ば
、
仁
栄
得
業
（
二
5
・
1
5
－
－
『
雑
筆
集
』
の
所
在
、
以
下
同
）
　
［
山
塊
記
・
久
寿
二
年
十
一
月
十
日
］
、
義
俊
得

業
（
二
1
7
）
、
仲
胤
律
師
（
二
冥
天
台
・
山
門
僧
カ
、
説
法
名
手
）
　
［
台
記
一
〇
・
仁
平
三
年
七
月
一
日
、
兵
範
記
・
仁
平
二
年
一
月
十
三
日
等

多
数
］
、
宣
厳
（
二
曇
　
［
台
記
〓
・
久
寿
元
年
十
二
月
三
日
、
兵
範
記
・
保
元
三
年
十
月
八
日
等
］
、
隆
覚
法
印
（
二
堕
興
福
寺
僧
カ
）
　
［
台

記
六
・
久
安
二
年
五
月
十
五
日
・
同
九
・
久
安
六
年
八
月
十
六
日
等
］
、
相
意
（
二
讐
　
［
台
記
〓
・
久
寿
元
年
十
二
月
三
日
等
］
が
あ
る
。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
な
お
検
討
を
要
し
、
今
後
継
続
し
て
考
え
て
ゆ
き
た
い
。



六
、
ま
と
め
ー
ー
勧
修
寺
法
務
寛
信
門
流
の
表
白
集
編
纂
活
動
－

以
上
、
奈
良
国
立
博
物
館
蔵
『
雑
筆
集
』
五
巻
と
高
山
寺
本
表
白
集
と
の
関
係
に
つ
い
て
若
干
考
察
し
て
み
た
。
結
果
、
次
の
よ
う
な
こ

と
が
判
明
し
た
。

（
1
）
高
山
寺
本
表
白
集
は
、
元
来
、
勧
修
寺
法
務
寛
信
関
係
の
表
白
類
を
編
集
し
た
『
雑
筆
集
』
六
巻
の
内
の
一
本
で
あ
り
、
少
な
く
と
も

江
戸
時
代
軍
水
年
間
ま
で
は
こ
れ
ら
六
巻
揃
っ
て
、
方
便
智
院
に
伝
存
し
て
い
た
（
方
便
智
院
聖
教
目
録
＝
文
明
目
録
、
寛
永
日
録
）
。

（
2
）
江
戸
時
代
寛
永
以
降
、
高
山
寺
に
は
高
山
寺
本
表
白
集
一
巻
（
こ
れ
は
『
雑
筆
集
表
白
等
』
二
本
の
一
に
相
当
す
る
）
の
み
が
伝
わ
り
、

他
の
五
巻
は
山
外
に
流
出
し
た
。
こ
の
五
巻
が
田
中
穣
氏
旧
蔵
、
奈
良
国
立
博
物
館
所
蔵
の
『
雑
筆
集
』
五
巻
で
あ
り
、
平
成
二
年
十

月
十
一
日
に
文
化
庁
よ
り
管
理
換
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
五
巻
は
後
に
高
山
寺
本
表
白
集
と
は
別
の
補
修
が
行
わ
れ
て
、
五
巻

と
も
に
新
補
藍
色
表
紙
が
巻
か
れ
て
い
る
。

（
3
）
六
巻
と
も
に
、
明
恵
の
高
弟
・
定
真
（
二
七
三
l
二
四
九
）
の
筆
と
見
ら
れ
る
目
録
が
巻
首
に
添
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

『
雑
筆
集
』
六
巻
は
定
真
時
代
に
整
理
・
統
合
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
（
恐
ら
く
は
師
・
興
然
か
ら
受
け
継
い
だ
勧
修
寺
法
務
寛
信

関
係
の
聖
教
類
（
q
∴
旦
（
d
h
a
 
r
m
a
）
内
）
の
一
で
あ
っ
た
ろ
う
）
。

し
か
し
な
が
ら
、
高
山
寺
本
表
白
集
と
『
雑
筆
集
』
五
巻
と
の
間
に
は
共
通
の
第
が
少
な
か
ら
ず
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
一
方
、
『
雑

筆
集
』
五
巻
の
各
巻
相
互
に
は
共
通
の
作
が
認
め
ら
れ
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
奈
良
国
立
博
物
館
蔵
『
雑
筆
集
』
五
巻
は
こ
れ
ら
が
当

初
の
編
纂
段
階
か
ら
一
具
の
も
の
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
高
山
寺
本
表
白
集
た
る
『
雑
筆
集
』
「
表
白
等
」
の
方
は
、
こ
れ
ら
と
は
一

応
別
個
の
編
纂
物
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
と
解
釈
さ
れ
る
。

（
4
）
『
雑
筆
集
』
の
総
体
は
全
六
巻
、
都
合
二
八
〇
篇
に
し
て
、
北
院
御
室
・
守
覚
法
親
王
門
流
な
ど
の
類
衆
活
動
の
前
段
階
に
お
け
る
、

表
白
類
の
一
大
集
成
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

奈
良
国
立
博
物
館
蔵
『
雑
筆
集
』
五
巻
と
高
山
寺
本
表
白
集
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但
し
、
守
覚
法
親
王
の
十
二
巻
本
表
白
集
の
如
き
宗
派
・
門
流
、
ま
た
僧
俗
の
別
を
超
え
た
類
衆
で
は
な
く
、
真
言
宗
の
、
勧
修
寺

法
務
寛
信
関
係
の
作
を
中
心
に
限
定
し
て
編
集
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
（
一
部
に
中
御
室
覚
行
法
親
王
作
を
含
む
か
）
。

（
5
）
法
務
御
房
寛
信
は
、
実
務
宮
人
に
し
て
院
近
臣
を
出
し
た
、
出
身
一
族
た
る
藤
原
氏
勧
修
寺
家
の
後
援
に
よ
っ
て
、
鳥
羽
院
政
時
代
に

門
流
統
括
者
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
た
学
侶
で
あ
る
。
『
雑
筆
集
』
六
巻
は
、
法
会
の
定
型
化
を
果
た
す
役
割
を
負
い
、
鳥
羽
院
政

の
政
治
方
針
に
沿
う
形
で
、
寛
信
法
流
に
よ
っ
て
、
整
理
・
統
合
さ
れ
た
聖
教
類
の
一
群
の
中
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

今
回
は
、
紙
幅
の
都
合
も
あ
っ
て
、
国
語
史
料
と
し
て
の
価
値
に
つ
い
て
は
言
及
で
き
な
か
っ
た
。
本
文
は
、
教
化
の
部
分
を
中
心
に
（
ま

ま
表
白
等
に
も
見
ら
れ
る
）
漢
字
仮
名
交
じ
り
文
で
表
記
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
漢
文
本
文
に
も
比
較
的
詳
し
く
訓
点
が
施
さ
れ
て
い
て
、
今
後

か
か
る
観
点
か
ら
の
研
究
の
進
展
す
る
こ
と
を
望
む
も
の
で
あ
る
。

注（
1

（
2

（
3

（4）（5）（6）（7）

築
島
裕
「
高
山
寺
本
表
白
集
の
研
究
」
　
（
高
山
寺
資
料
叢
書
第
二
冊
『
高
山
寺
本
古
往
来
　
表
白
集
』
昭
和
翼
東
京
大
学
出
版
会
）

金
水
敏
「
「
地
天
供
都
状
」
考
察
と
翻
字
」
　
（
平
成
三
年
度
高
山
寺
典
籍
文
書
綜
合
調
査
団
『
研
究
報
告
論
集
』
平
成
4
・
3
）

奥
田
勲
「
高
山
寺
経
蔵
の
室
町
・
江
戸
時
代
の
典
籍
に
つ
い
て
」
　
（
『
高
山
寺
典
籍
文
書
の
研
究
』
昭
和
埠
、
東
京
大
学
出
版
会
）

同
　
「
高
山
寺
経
蔵
と
そ
の
古
目
録
に
つ
い
て
」
　
（
『
高
山
寺
経
蔵
古
目
録
』
解
題
昭
和
6
0
、
東
京
大
学
出
版
会
）

築
島
裕
「
醍
醐
寺
本
表
白
集
に
つ
い
て
」
　
（
醍
醐
寺
文
化
財
研
究
所
『
研
究
紀
要
』
6
、
昭
和
5
9
）

注
　
（
4
）
　
文
献
。

注
　
（
1
）
　
文
献
。

松
薗
斉
「
守
覚
法
親
王
と
日
記
－
　
屈
表
紙
小
双
紙
し
作
成
の
背
景
－
」
　
（
平
成
八
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
研
究
成
果
報
告
書
『
仁
和
寺
文
化
圏
と

守
覚
法
親
王
に
関
す
る
文
献
学
的
研
究
』
平
成
9
・
3
）



（
8
）
　
上
川
通
夫
「
院
政
と
真
言
密
教
」
（
『
守
覚
法
親
王
と
仁
和
寺
御
流
の
文
献
学
的
研
究
　
論
文
篇
』
平
成
1
0
、
勉
誠
社
）

（
9
）
　
山
本
真
吾
「
勧
修
寺
法
務
寛
信
の
表
白
文
作
成
活
動
－
院
政
期
に
お
け
る
僧
侶
に
よ
る
表
白
文
の
作
成
－
」
　
（
『
三
重
大
学
日
本
語
学
文
学
』
5
、
平
成
6
・

5
）

（
1
0
）
　
山
崎
誠
『
中
世
学
問
史
の
基
底
と
展
開
』
建
長
六
年
書
写
覚
洞
院
法
印
親
快
筆
「
表
白
御
草
」
　
（
平
成
5
、
和
泉
書
院
）

（
1
1
）
　
山
本
真
吾
「
金
沢
文
庫
蔵
二
十
二
巻
本
『
表
白
集
』
所
収
表
白
文
の
文
体
に
つ
い
て
」
（
『
鎌
倉
時
代
語
研
究
』
堕
平
成
7
・
8
）

同
　
　
「
白
壁
房
覚
印
の
表
白
集
に
つ
い
て
l
二
世
紀
に
お
け
る
表
白
集
編
纂
活
動
－
」
　
（
『
鎌
倉
時
代
語
研
究
』
2
2
、
平
成
1
1
・
5
）

［
附
記
］
原
本
調
査
に
当
た
っ
て
、
高
山
寺
ま
た
奈
良
国
立
博
物
館
御
当
局
に
は
、
格
別
の
ご
高
配
を
賜
っ
た
。
就
中
、
奈
良
国
立
博
物
館
所
蔵
の
『
雑

筆
集
』
閲
覧
に
際
し
西
山
厚
氏
に
は
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。
記
し
て
御
礼
申
し
上
げ
る
。

仮
名
字
体
表

Ⅲ
雑
筆
集
表
白
等
（
＊
ハ
訓
点
、
他
ハ
ス
ベ
テ
本
文
ノ
仮
名
）

佃
雑
筆
集
講
建

符盟 ン ワ ‾7 ヤ マ ナ 夕 サ 力 ア

レ
1
7 ヽ′

ナ h
7

刊

シ
テ ヰ ヒ ‾ チ シ キ

l
J ニ

L
T
、
＼

′
1
．▼

耳 ユ ム フ ヌ ツ ス ク ウ

LA▼ ム フ 曹
へ

給 ヱ レ ① ‘メ へ ーネ テ セ ケ エお

．し J
′
せ ケ

怒 ヲ ロ モ ホ ノ ソ コ オ

、
ゥ

ユ
7

ロ ／ L
r
ツ ブ

符丑 ン ワ lフ ヤ マ ナ タ サ カ ア
、
し

り

′

し

レ

ン

ヽ
′l
、
フ ヽム′

t
T
む

ノ

七

サ

．ア 了

シ
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J
甘
1

レ
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† lヽ
＼
ヽ
t

、
1

l
題
1
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LJ ⊥ ‾ん フ ▲ヌ

．

ヽ 一
へ
ん
／
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す
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D 1
プ
j
l
ホ ′

－
一
′
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奈
良
国
立
博
物
館
蔵
『
雑
筆
集
』
五
巻
と
高
山
寺
本
表
白
集
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雑
筆
集
諸
表
白
（
上
段
ハ
訓
点
ノ
仮
名
、
下
段
ハ
本
文
ノ
仮
名
）

五
四
四

囲
雑
筆
集
濯
頂
歎
徳
（
上
段
ハ
訓
点
ノ
仮
名
、
下
段
ハ
本
文
ノ
仮
名
）
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